寄附金控除の計算イメージ
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【モデルケース】

年収700万円の夫婦、扶養親族なし、所得税率20％の場合
【例】50,000円を「熱海ふるさとサポート寄附金」に寄附した場合
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注）寄附金額が同じでも所得税率と個人住民税所得割額によって控除される税額は異なります。
Ａ 所得税の軽減額　（50,000円－2,000円）×20％＝ 9,600円 Ａ
Ｂ 復興特別所得税の軽減額 　　9,600円× 2.1%＝ 200円 Ｂ
Ｃ 個人住民税の基本控除額　（50,000円－2,000円）×10％＝ 4,800円 Ｃ
Ｄ 個人住民税の特例控除額　（50,000円－2,000円）×（90％－20％×1.021）＝
33,400円 Ｄ
　　※ 1.021は復興特別所得税の計算によるものです。H25.1.1以前のご寄附につきましては、

1.021を乗じないで計算します。
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寄附金 50,000円のうち・・・
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　税の軽減額　Ａ 9,600円＋Ｂ 200円＋Ｃ 4,800円＋Ｄ 33,400円＝ 48,000円
　自己負担額　50,000円－48,000円＝ 2,000円

ふるさと納税による税の軽減について
「熱海ふるさとサポート寄附金」へご寄附いただいた方は、寄附金額のうち2,000円を超える部分について、一定額を限度として所得税、個人住民税の税額が控除されます。

 なお、平成25年1月の寄附から、復興特別所得税の創設により控除額の計算方法が変わりました。復興特別所得税の創設に伴い所得税の控除額は増加しますが、一方で、住民税の控除額は減額されるため、所得税と住民税の控除額の合計は同じになり、全体の控除額に変更はありません。[image: image7.emf]






























